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https://syscomgs.com/ja/event/security/ai-cybersecurity/

	日本クラブ・JCCI NY・SYSCOM共催ウェビナー
	経営とITの視点で考える、2026年の脅威と日米セキュリティ規制

	11月18日(水) 開催
	AIの進化により、サイバー攻撃はこれまで以上に高度化・高速化しています。日本でも大手企業の情報漏洩やサイバー攻撃の被害が相次いで報じられ、その影響は民間企業だけでなく地方自治体などにも広がっています。 サイバーリスクは、もはや一部の企業やIT部門だけが対応すればよい問題ではありません。
	さらに、米国と日本ではセキュリティやコンプライアンスに関する規制強化が進み、企業には個別の対策だけでなく、経営とITが連携したガバナンス体制の構築が求められています。
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